
 

 
 

 

 三条市水道事業ビジョンの取
組みについて、人口減社会で当
市も 10 万人を割り、今後の給
水人口、水需要はどうか。 

 当市の給水人口は、平成 5 年の 11

万1039人をピークに減少続けている。

今後も、この傾向は続くものと想定して

いる。水需要も給水人口の減少のほ

か、市民の節水意識の高まりや生活様

式の多様化の影響により、今後も減少

が続くものと見込んでいる。 

 管路延長について、今後の漏
水対策や管路の更新の取組み
はどうか。 

 三条市の管路総延長は約７８２㌔ｍ

である。経年劣化の危険性が高い石綿

セメント管を計画的に更新を進める。

本管の更新時に必要に応じ、メーター

までをポリエチレン管に取り換える。 

 長期的な視野に立っての今後
の水道料金の在り方については
どう考えているのか。 

 障害者差別解消法について施
行後の取組みはどうか。 

 

 周知、啓発活動として市民向けに国

で作成したポスター、リーフレットを市

役所、各庁舎に設置し、職員に向け新

規採用職員研修の中で説明を行ってき

ている。 
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のざき正志・定例会一般質問より 
３月 

定例会 

「現場からの声、皆様からの声をカタチに変えて行きます。」皆様よりの声にしっかり対応してまい

ります。 気軽にご相談を下さい。  三条市議会議員 のざき正志 携帯080‐9804‐9371 

 ホームページはこちら http:/www.komei.or.jp/km/sanjo-nozaki-masashi/ 
 

 今後の見通しでは、平成 32 年以降赤

字収支が続く事を想定している。水道ビ

ジョンの中でも明記している。 

 計画期間中である平成 37 年度までに

水道料金の在り方について検討して行く

必要があると考えている。 

のざき正志通信（公明） KOMEITO  ４２ Ｖol.

未満児用トイレ(嵐南保育所）        特別講座（横浜市・山下公園にて） 

 


